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連載

所員紹介——私の考える地球環境問題と未来

■リーダーからひとこと
酒井章子（地球研准教授）
シミュレーションの構築にはプログラミングの技量はも
ちろんですが、いろいろな研究者から、なにを知りたい
のか、どんなデータが存在し、どんな意味を持つのか、
聞き出すコミュニケーション能力も欠かせません。「こう
したらどうなる？　ああしたら？」と次から次へ繰り出
される要求への忍耐力も。加藤くん、ごくろうさまです。 

モンゴルの30年後の牧畜を演算する

モンゴルの典型的な遊牧風景（写真）と、モデル化された放牧システム（図）。遊牧民はゲルと呼ばれるキャンプに居住し、植
生の多い場所へ移動しながら家畜を飼って生活しています。こうした遊牧を取り巻く環境・行動・統計・社会制度などをもとに
必要な構成プロセスを抽出してモデルを設計し、私たちのプロジェクトでこれまで得てきたさまざまな定量データを組み込むこ
とで予測を行なっています

かとう・さとし
■略歴　2009 年 3 月　東北大学大学院生命科学研究科 博士課程修了
2009 年 4 月　龍谷大学科学技術共同研究センター 博士研究員
2011 年 4 月より現職 
■専門分野　理論生態学
■地球研での所属プロジェクト　「人間活動下の生態系ネットワークの崩壊と再生」
■研究テーマ　モンゴル牧畜システムの持続性評価モデルの開発
■趣味　バイク

　人の手による生態系の改変や気候変動
などへの関心が高まるなかで、いまある
生態系が将来どのような姿になるかを予
測したいという需要はますます増えてい
ます。私の専門である理論生態学は、生
態系を抽象化することでそれらのしくみ
を説明したり、ふるまいを予測したりす
るアプローチです。

生態系とシミュレーション

　生態系の抽象化にもさまざまなレベル
がありますが、私が多用するのはシミュ
レーションを使う方法です。これは、文
字通り生態系の「まねをする」方法で、対
象の生態系から必要な要素と構造を抜き
出して計算機の中で再現したものがどの
ようにふるまうかを観察します。水槽の
中に自然環境の一部を再現して観察する
アクアリウムの設計に似ているかもしれ
ません。
　この方法の利点はじっさいに試すこと
が難しい問題に取り組めることです。た
とえば、ある生物の生息地を破壊してみ
るとか、生態系を取り巻く社会制度を変
えたらどうなるかといった問題は、じっ
さいに試してしまうとおそらく取り返し
がつきませんが、計算機の中ならいくら
でも試すことができます。また、30年間
の変化を調べるために30年間待つわけ
にはいきませんし、実験や調査のために
莫大な予算や労力が必要な場合もありま
す。こうした現実の生態系で行なうと大
きくなりすぎるコストの問題も、計算機
の中の生態系を使えば大幅に抑えること

ができます。
　もちろん現実の生態系の一部だけを取
り出すので制約や制限はありますが、基
礎設計ができてしまえば、条件を変えて
やり直しが簡単にできるだけでなく、目
的に応じて構成のアレンジや追加なども
可能になります。

モンゴルの牧畜シミュレーション 
モデルを組み立てる

　伝統的なモンゴルの牧畜は広大な牧草
地を共有し移動しながら暮らす遊牧でし
たが、現在のモンゴル議会では牧草地の
私有化を認めるような新しい土地法が議
論されています。牧草地の私有制度が成
立すると遊牧から定住的牧畜に移行し、
過放牧による草原環境の劣化が危惧され
ています。
　そこで「モンゴルで土地法が成立すると
30年間で環境や牧畜民の状況がどうなる
か？」という問題について、図のようなシ
ミュレーションモデルを設計しました。
毎年の放牧期間の牧草地の環境と牧畜民
の活動がこのモデルの構成要素となって
いて、計算機の中で再現された牧草地の
上では雨が降り、雨によって牧草が成長

し、家畜はその牧草を食べて成長します。
過放牧などによって植生がない状態が続
けば牧草地が荒廃します。
　シミュレーションモデルを使って現実
的な予測を行なうためには、対象につい
てのさまざまなデータが必要になりま
す。地球研「人間活動下の生態系ネット
ワークの崩壊と再生」プロジェクトでは、
実験的な測定や統計データの収集によっ
てモンゴルの牧畜に関する多種多様な
データが蓄積されており、このモデルに
はこれらのじっさいの情報が組み込まれ
ています。
　現在は、こうして組み立てたシミュ
レーションモデルを使って、モンゴルの
いくつかの地域を対象に、伝統的遊牧を
続けた場合と定住的な牧畜に替わった場
合とで、30年後の植生環境と牧畜民の経
済状況がどのように変わるか比較を進め
ているところです。生態系プロセスにも
とづいた比較評価を通じ、「適応的な制度
設計」をするための判断材料をステーク
ホルダーに提供することで、持続的な牧
畜と生態系の維持に対する貢献ができる
と考えています。

死亡

ゲルの移動
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シミュレーションシステムを作る

加藤聡史
（地球研プロジェクト研究員）
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イベントの報告

●●お知らせ

　今回の市民セミナーでは、研究プロジェク
ト「東南アジアにおける持続可能な食料供給
と健康リスク管理の流域設計」プロジェクト
リーダーの嘉田良平地球研教授が、「リスクコ
ミュニケーション」をキーワードに、日々の
私たちの食卓と環境がどのようにつながり、
その「背景」にどのようなリスクが存在し、ど
う対応すればよいのかを講演しました。
　まず、昨年来の放射能汚染に伴う風評被害
の拡大を例に、食に関するリスク管理・リス
クコミュニケーションの重要性を強調しまし
た。次にプロジェクトのおもな調査地の一つ
であるフィリピンのラグナ湖周辺の事例が挙
げられました。豊富な水産資源が人びとに自
然の恵みを与えるいっぽう、水質汚染などの
環境劣化が大きな問題となっているラグナ湖
での調査からは、遠く離れた日本とフィリピ
ンとの「食」を通じたつながりが明らかになっ
ています。
　産地偽装や感染症被害など、食の安全・安
心をゆるがす問題は後を絶ちません。問われ
ているのはリスクに対する理解と情報伝達の
あり方です。日々の食卓の「背景」に当事者意
識をもってかかわることの大切さを嘉田教授
は訴えました。（編集室）

　東アジアで越境する環境問題は、単なる風
上・風下論だけで語ることはできません。こ
の地域の安全保障のためには、相互理解と人
的交流が重要です。今回の地域連携セミナー
は、東アジア諸国と日本を結ぶ玄関口である
福岡にて、地球研と九州大学東アジア環境研
究機構の主催で開催しました。
　大槻恭一九州大学教授による趣旨説明のあ
と、柳哲雄九州大学教授より、光化学スモッ
グやエチゼンクラゲの発生について、動画を
交えた講演がありました。つづいて中野孝教
地球研教授の講演では、黄砂は問題視されて
いるが、リスクのみならず恩恵もあるとの説
明がありました。矢部光保九州大学教授から
は、日本で行なわれていた伝統的なし尿のリ
サイクルをヒントとした循環社会の実現につ
いて講演がありました。そして、窪田順平地
球研教授から、環境問題とは政治、経済、社
会そして文化と深く関連した問題であり、「人
と自然」のつながりの再構築が問題解決を図
るために必要であるとの講演がありました。
　ワークショップ報告では、5月19日～20日
に開催した、九州大学で学ぶアジアからの留
学生と日本人学生によるディスカッション・
ワークショップの結果を、日本、中国、韓国、
ASEANの学生が報告しました。ウヤル・アイ
スン地球研助教からは、今後さらに関係が緊
密となる東アジア諸国では人的ネットワーク
が必要であるとの指摘がありました。
　パネル・ディスカッションでは、島岡隆行
九州大学教授と、阿部健一地球研教授がコー
ディネーターとなり、会場に集まった約150
名の参加者からの熱心な質問をもとに、5名の
パネリストとともに議論がなされました。 

（総務課企画室　皇甫さやか）

東南アジアの環境破壊と食卓のゆくえ
2012年6月22日（金）16：00～17：30

〈地球研講演室〉

報 

告東アジアの「環境」安全保障： 
風上・風下論を超えて
2012年6月10日（日）13：00～17：30

〈エルガーラホール・８階大ホール〉

報 

告

“つながり”を創る
2012年7月8日（日）13：30～17：00

〈国立京都国際会館 Room D〉

報 

告

　170名を超える参加があった今回の地球研
フォーラムで、「つながり」をとりあげた理由
は二つあります。一つは、東日本大震災以来、

「つながり」の重要性が広く認識されてきたこ
と。被災地域には日本だけではなく世界の多
くの人びとから有形無形の支援が寄せられて
います。それまで被災地域とは縁がなかった、
薄かった人びととも、震災・復興をきっかけ
に新たな「つながり」が作られはじめています。
　二つめは、地球研の研究プロジェクト運営
方法に関係しています。地球研では任期制の
もとすべてのスタッフが集まり、定められた

第47回 地球研市民セミナー

第11回 地球研フォーラム

期間で研究を進め、プロ
ジェクト終了後には他の

機関へ移っていきます。。これまで地球研に在
籍した人数はのべ１万にも及びます。震災と
いう未曽有の危機を迎えるなか、地球研の流
動的な特徴を生かしながら、研究者同士のつ
ながり、研究組織、企業、行政との「つながり」
をどのように構築するのか議論することが、
今回の地球研フォーラムの狙いでした。
　また、準備段階では新たな試みとして地球
研内でプレ・フォーラムを開催し、スタッフ
間の議論を深めてフォーラムに臨みました。
　縄田浩志地球研准教授によるはじめの趣旨
説明のあと、4名の講師が「つながり」をキー
ワードに話題を提供しました。
「自然派企業」として知られるサラヤ株式会社
の更家悠介代表取締役社長からは、企業の環
境問題に対する取り組みをお話しいただきま
した。顧客だけではなく、原料生産やそれを
取り巻く環境への配慮の重要性が強調され、
さらに最近取り組みはじめたアフリカ、ウガ
ンダにおける「手洗い運動」も紹介されました。
　震災被害からの復興に尽力する碇川豊大槌
町長からは、壊滅的被害を受けた町の住民主
体の復興プランが示されました。防潮堤の高
さの問題、地域資源を生かした今後の計画案、
どれもが地域の人びととの「つながり」に基礎
づけられたものですが、それを実現するまで
の困難な道のりも紹介されました。
　学問分野の枠を超え、超領域的な知の方法
づくりに取り組み続ける井関利明 慶応義塾
大学名誉教授は、人やモノの関係こそが第一
義的な意味を持つという「関係主義」の視点が
紹介、これまでのモノ中心のネットワークで
はなく、「関係」に重点を置きそこから発展す
る「つながり」を考えることの重要性が指摘さ
れました。
　阿部健一地球研教授からは、地球研がこれ
まで取り組んできた文理融合、学際的研究を
超えて、企業や行政といった社会のさまざま
な「専門家」との協働が地球環境問題の解決に
重要であることが指摘されました。
　講演に続くパネル・ディスカッションでは、
４名の講演者に加えて窪田順平地球研教授、
石山俊地球研プロジェクト研究員、さらには
会場のサラヤ株式会社の若手社員や大槌町職
員も交え、それぞれが「つながりへの思い」を
披露しつつ、「異業種間」の今後の協働のあり
方が議論されました。（石山 俊）

九州大学で学ぶ留学生と日本人学生による
ワークショップ報告

第11回 地球研地域連携セミナー
FUKUOKA
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出版物紹介

シリーズ「中央ユーラシア環境史」全４巻
窪田順平監修　2012年３月 
臨川書店　定価各2,800円＋税
第１巻　環境変動と人間 〈奈良間千之 編〉
第２巻　国境の出現 〈承 志 編〉
第３巻　激動の近現代 〈渡邊三津子 編〉
第４巻　（今秋刊行予定）

ユーラシア深奥部 〈応地利明 著〉

2012年６月１日～７月31日開催分研究プロジェクト等主催の研究会（実施報告）

地球研英文叢書：Global Environmental Studies
The Dilemma of Boundaries:  
Toward a New Concept of Catchment
Makoto Taniguchi, Takayuki Shiraiwa eds.
2012年5月　Springer  定価11,000円＋税

　地球研プロジェクトの成果とその統合を問
う、地球研英文叢書（Springer社刊行の
Global Environmental Studies）。その第２号
として発刊された本書は、2010年３月に終了
したアムール・オホーツクプロジェクト（プロ
ジェクトリーダー：白岩孝行）と、2011年３月
に終了した地下環境プロジェクト（プロジェ
クトリーダー：谷口真人）が合同で開催した地
球研国際シンポジウム “The Dilemma of 
Boundaries”を取りまとめたものである。
　水とそれに溶けた物質は、国境などの人間
が作った境界を超えて、地球上を流れ繋がっ
ている。本書ではこのことによって引き起こ
される問題と、それに対する新たなマネジメ
ント法について、人為的境界に囚われない新
しい流域概念を用いて、まとめている。

開催日 タイトル 主催（プロジェクトリーダー）開催場所
６月１日 基幹 FS「東南アジアの生存力と自律性：土地利用とリソース・チェーンからの検討」 全体会議 谷口真人 地球研講演室
６月４日 「水土の知」プロジェクト セミナー 渡邉紹裕 地球研セミナー室
６月７日 第２回 砂漠化プロジェクト 研究会「南アジア研究者の見たアフリカ――農耕を焦点として」 田中 樹 地球研セミナー室

６月８日 第42回 エコヘルス研究会・第17回 中国環境問題研究拠点 ワークショップ「中国海南島の衛生対策と健康」 門司和彦
窪田順平 地球研セミナー室

６月12日 食リスクプロジェクト 研究会 Assessment of Health Risks from Impacts of Environmental Degradation:  
The Case of Fish Products in Laguna Lake/ Community Forum 2012 嘉田良平 地球研セミナー室

６月13日 第１回 砂漠化プロジェクト 勉強会 田中 樹 地球研セミナー室

６月16日 第31回 中国環境問題研究拠点 研究会「東アジアの環境ガバナンス研究の現状と展望」 窪田順平
アジア経済研究所＊ 地球研セミナー室

６月16-17日 中塚 FS「高分解能古気候学と歴史・考古学の連携による気候変動に強い社会システムの探索」研究集会 中塚 武 地球研セミナー室
６月19日 第７回 基幹 FS「東アジア成熟社会」研究会 「生態系サービスの評価と問題点」 窪田順平 地球研講演室
６月20日 第１回 基幹研究ワークショップ 基幹研究ハブ 地球研講演室
６月21日 第８回 基幹 FS「東アジア成熟社会」研究会 窪田順平 地球研セミナー室
６月25日 第１回 赤井 IS「社会資本が環境規範に及ぼす影響の解明：経済実験による国際比較アプローチ」 研究会 赤井研樹 地球研講演室
６月26日 第２回 基幹研究ワークショップ 基幹研究ハブ 地球研講演室

６月26日 第４回 アジア農村レジリアンス研究会「Rice Production in Vietnam: Constraints and Opportunities」 
「インドネシアにおける住民の組織的行動：４州踏査からみえてきたジャワ農村の特質」 阿部健一 地球研セミナー室

６月26日 第28回 資源・地球地域学プログラム 合同研究会 
「ラオス・サワナケート県におけるタイ肝吸虫感染リスク――中間宿主貝・魚の生息状況を規定する生態学的・人工的条件」

資源領域プログラム
地球地域学領域プログラム 地球研講演室

６月27日 Rio+20および関連会議報告会「Rio+20の目的と取り組み、地球研の関わり方」「Green Economy, Future Earth, Commons」 
「地球研の国際連携の狙い――GEC-Japan Platformから Rio+20まで」 研究推進戦略センター 地球研セミナー室

６月27日 第２回未来設計イニシアティブセミナー「Global catastrophic risk reduction as a civilization priority」 基幹研究ハブ 地球研セミナー室
６月29日 第３回未来設計イニシアティブセミナー「統合科学と現実社会の関係性について」 基幹研究ハブ 地球研講演室

７月２日 第９回基幹 FS「東アジア成熟社会」研究会 
「都市のサステイナビリティ評価指標：何をはかるべきなのか――環境・経済・社会はトレードオフなのか」 窪田順平 地球研セミナー室

７月６日 第16回 EPM勉強会「International Environmental Politics of Rio+20: Where are we heading from now on?」 EPM勉強会 地球研会議室
７月６日 第32回 中国環境問題研究拠点 研究会「中国太湖流域漁民と内水面漁業の権利関係――費孝通の開弦弓村調査との比較から分析する」 中国環境問題研究拠点 地球研セミナー室
７月６-７日 シベリアプロジェクト夏のワークショップ 檜山哲哉 地球研セミナー室
７月12日 第５回「水土の知」オープンセミナー「19世紀フランス・オート =ザルプ県における堤防組合と灌漑組合」 渡邉紹裕 地球研セミナー室
７月21-23日 第１回 地域環境知プロジェクト 全体会議 佐藤 哲 地球研講演室
７月24日 第３回 基幹研究ワークショップ 基幹研究ハブ 地球研講演室
７月27日 第17回 EPM勉強会「エネルギー倫理委員会の議論にみるドイツの環境政策」 EPM勉強会 地球研セミナー室
７月27日 第10回 基幹 FS「東アジア成熟社会」研究会「Well-beingへの心理学的アプローチ」 窪田順平 地球研セミナー室
７月30日 第２回 赤井 IS研究会「実験経済学のアプローチを体験しよう！」 赤井研樹 地球研セミナー室

＊アジア経済研究所「長期化する生態危機への社会対応とガバナンス」研究会

トの成果をもとに、両分野からの歩み寄りを
試みたものである。地球研がめざす「知の統
合」への一歩となるか、ご批判いただければ幸
いである。（谷口真人）

　2012年３月に終了した地球研研究プロ
ジェクト「民族／国家の交錯と生業変化を軸
とした環境史の解明――中央ユーラシア半乾
燥域の変遷」（イリプロジェクト）の成果をま
とめたシリーズ。中央ユーラシアの人と自然
の多様な関わりとその歴史的変遷を解き明か
し、現代的な環境問題の背景にある本質に迫
ろうとした６年間の試みの成果。

編者によるシリーズ第３巻の紹介は 
本誌11ページ「出版しました」をご覧ください。

　自然科学の分野からは、
気象学、水文学、地下水学、
海洋学、雪氷学などの諸分
野の境界を越えて、また対
象とする場（地上と地下、陸
と海など）を超えて、問題を

扱うことの重要性が指摘されている。いっぽ
う人文社会学の分野からは、水の流れの上に
国境などの境界を作ってきた人間が、人間文
化の多様性を形づくる境界の求心力を維持さ
せつつ、人為的な境界が自然のまとまりを分
断して発生する地球環境問題へ、いかに対処
してきたか言及されている。
　また本書の最後では、従来の「流域（catch-
ment）」という概念の拡張を通して、人為的
境界が引き起こす弊害を乗り越える方法、 そ
のための研究課題がまとめられた。
　自然科学のなかでも、対象とする分野や場
による分断は大きい。同じ「水」を対象とした
議論でも、専門分野が異なると収束には時間
を要する。加えて人文社会学と自然科学分野
との統合的研究は、その必要性は言われて久
しいが、じつに難しい。本書は「水」と「境界」
をキーワードとし、二つの地球研プロジェク
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●●お知らせ

編集後記

地球研の木々も色づきはじめ、秋の訪れを感じるころとなりました。前号の編集後記でも話題にした「つ
ながり」。今号では、皆さまと地球研をつなぐ夏の恒例イベント「地球研オープンハウス」のようすをご
紹介しています。また「つながり」をテーマに開催した地球研フォーラムでお世話になったサラヤ株式
会社様とは、フットサルの交流試合も行ないました。これからも市民の皆さまやコミュニティとの「つ
ながり」を大切にしたい地球研です。（編集室）

編集委員●阿部健一（編集長）／佐藤 哲／田中 樹／鞍田 崇／熊澤輝一／源 利文／林 憲吾

イベント情報
詳しくは地球研HPをご覧ください。　http://www.chikyu.ac.jp

 
KIMHI, Ayal
キムヒ・アヤル

●所属プロジェクト　統合的水資源管理
のための「水土の知」を設える
●招へい期間
2012年７月６日～2012年10月５日
●現職　
エルサレム・ヘブライ大学ロバート・H・
スミス・農業・食料・環境学部准教授
●専門分野　農業経済学

招
へ
い
外
国
人
研
究
者
の
紹
介

次期所長の選出について
地球研所長 立本成文の任期が2013年３月31
日で満了することに伴い、選考を行なった結果、
次期所長に名古屋大学特任教授 安成哲三氏を
選出しました。新所長の任期は2017年３月31
日までとなります。

大学共同利用機関法人 人間文化研究機構
総合地球環境学研究所報「地球研ニュース」
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同志社大学（６月7日締結）
　互いの交流と協力を促進し、教育および研
究内容の充実や発展を図ることを目的とした
学術交流に関する包括協定を結びました。地
球研の現地調査へ参加していただいたり、地
球研の教員が大学で講義を行なうなど、研究
や人材育成において連携を図ります。

長崎大学（8月20日締結）
相互の研究開発能力や人材を活かして総合力
を発揮することにより、アジア・アフリカの
環境問題を総合的に解決することを目的とし
た学術協定を結びました。教職員および研究
員の交流、共同研究の実施や研究集会の共催
など、学術研究の推進や互いの研究基盤の充
実・発展のために協力します。

すでに協定を結び学術交流を行なっている九
州大学東アジア環境研究機構と同じく、両大
学とも活発な交流を進めます。

　現代社会の底流で、大きな変化が起こってい
る。豊かさを競い合うよりも、大切なものを分
かちあおうとする考えが急速に広がっているこ
とだ。この考えは、今日「コモンズ」と呼ばれて
いる。かつて「共有地」と訳されていたが、より
豊かな意味を、今では賦与されるようになった。
コモンズという考えは、地域おこしの現場で
も重要である。地域おこしは、単に「資源」を
探し求めることではなく、地域にとって大切
なものはなにか、皆で考えることである。大
切なものはなにか考えることで、資源と思っ
ていなかったものが資源となることがある。
それは、これまでの資源と違い、使えば使う
ほど豊かになる資源である。
　来年６月に国際コモンズ学会北富士大会が
開催される。この機会に、地域にとって大切
なものはなんなのか、それをどのように分かち
あうことができるのか、あらためて考えたい。

【開会挨拶】 加藤祐三（都留文科大学学長）
【講演】

「富士山の世界文化遺産登録への課題と可能性」
渡辺豊博（都留文科大学教授）

「富士講の記憶を新たなまちづくりと観光の力に」
中島直人（慶應義塾大学環境情報学部専任講師）

「コモンズを支える科学」
佐藤 哲（地球研教授）

【パネルディスカッション】
パネリスト：渡辺豊博、中島直人、佐藤 哲
司会：阿部健一

【閉会挨拶】 立本成文（地球研所長）
●申込み・問い合わせ先　地球研 総務課企画室
Tel：075-707-2173 　Fax：075-707-2106
E-mail：moshikomi@chikyu.ac.jp

分かちあう豊かさ：
　地域のなかのコモンズ
2012年10月13日（土）
13：30～17：00　（13：00開場）

〈富士吉田市民会館　小ホール〉  聴講無料
主催：地球研、公立大学法人都留文科大学
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第12回 地球研地域連携セミナー
FUJIYOSHIDA

学術協定の締結




